
強
ま
り
ま
し
た
。
市
役
所
職
員
の
中

途
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

（
市
外
・
男
性
）

A
職
員
の
採
用
は
、
原
則
、
各
年

4
月
1
日
付
け
採
用
予
定
で
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

度
途
中
で
も
、
事
業
の
拡
大
や
新

規
展
開
な
ど
で
職
員
の
補
充
が
必

要
な
場
合
は
、
採
用
試
験
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で

本
年
度
の
中
途
採
用
試
験
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
27

年
4
月
1
日
付
け
採
用
予
定
者
の

試
験
が
9
月
に
あ
り
ま
す
の
で
、

応
募
な
ど
は
、
市
の
広
報（
平
成
26

年
７
月
16
日
号
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

産業遺産国際会議が
開催されました

世界遺産登録に向けて❻

災害用伝言サービスについて（その１）

防災行政無線の放送内容を無料で確認できます。
ぜひご利用ください。（☎0800－800－3199）

　大規模災害発生時、家族や知人などの安否を確認しよう
と一度に多くの人が電話をかけることで、電話が非常につ
ながりにくくなります。各電話会社では、安否確認の方法の
一つとして災害用電話伝言サービスを行っています。いざ
というときに役立てるため、日ごろから利用方法を確認し
ておきましょう。
　今月号では、災害用伝言ダイヤル「171」（NTT一般電
話）を紹介します。
　災害用伝言ダイヤル「171」は、大規模災害発生時、被
災地の人たちが録音した安否情報などを、ほかの地域にい
る親せきや友人などが「災害用伝言ダイヤルセンター」を
通じ再生することができます。伝言の録音・再生は被災地
の人たちの自宅の電話番号を使って行います。「171」を
ダイヤル後、ガイダンスに従ってご利用ください。
◎体験利用日が次のとおり設けられています。
・ 毎月1日、15日および正月三が日（1/1～3）※期間
中24時間利用可能
・ 防災週間（8/30の9時から9/5の17時まで）
・ 防災とボランティア週間（1/15の9時から1/21の
17時まで）
◎災害時連絡方法の手引き
　災害用伝言ダイヤルなど利用方法を記載したパンフレッ
ト（手引き）が、市防災危機管理課、各地区生活応援セン
ターにありますのでご利用ください。

身近な防災豆知識 ⑥

【問い合わせ】
市世界遺産登録推進室（内線105）

　当市を含む８県11市で構成する「九州・山
口の近代化産業遺産群」世界遺産登録推進
協議会は、当市の橋野鉄鉱山（橋野高炉跡及
び関連遺跡）を構成資産に含む「明治日本の
産業革命遺産　九州・山口と関連地域」の平
成27年度の世界遺産登録を目指し、取り組み
を進めています。
　協議会では７月14日㈪、15日㈫に、内閣官
房や一般財団法人産業遺産国民会議と共催
で、行政と民間が一体となって世界遺産登録
に向けた機運の醸成を図るため、東京で産業
遺産国際会議を開きました。
　国際会議では、２日間にわたり８つの分科
会で、産業遺産の価値や管理保全について国
内外の専門家を交えて議論を行いました。
　また、14日夜には、安倍首相をはじめ約
1,500人が出席して盛大にレセプションが開
かれました。釡石応援ふるさと大使、釡石は
まゆり会、関係企業など、当市にゆかりの深
い人たちにも多数ご出席をいただき、震災復
興や世界遺産登録実現への願いを込め、会場
内で「がんばろう釡石」を強くアピールしま
した。

橋野高炉跡

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
投
書
の
ほ
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
市
政

に
対
す
る
質
問
・
意
見
な
ど
の
う
ち
、
記

名
入
り
で
寄
せ
ら
れ
、
市
が
回
答
し
た
も

の
の
中
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
は
、
関
係
課
で

内
容
を
検
討
し
施
策
の
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、回
答
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
2
週
間
以
内
に
市
長
ま
た
は
関

係
課
か
ら
回
答
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

匿
名
の
場
合
は
、
直
接
回
答
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
参
考
意
見
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
収
集
し
た
個
人
情

報
は
、
当
該
事
務
以
外
の
目
的
に
は
一
切

使
用
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

広
・
報
・

談
・
話
・
室

「釡石 あの日あの時 甚句 （感謝編　ありがとう）」

震災を語り継ぐ

❻

釡石あの日あの時
甚句つたえ隊

藤原マチ子さん
北村　弘子さん

Q
市
内
で
部
屋
を
探
し
て
い
ま
す

が
、
民
間
の
住
宅
は
家
賃
が
高

く
入
居
は
難
し
い
で
す
。
復
興
公
営

住
宅
だ
け
で
な
く
、
被
災
し
な
か
っ

た
市
民
も
入
居
で
き
る
市
営
住
宅
を

建
て
、
部
屋
数
を
増
や
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
復
興
公
営
住
宅
に
空
き
部

屋
が
あ
れ
ば
入
居
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
？

（
市
内
・
女
性
）

A
現
段
階
で
は
、
市
営
住
宅
の

建
設
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
発

災
後
、
一
定
期
間
を
過
ぎ
れ
ば
、
被

災
し
て
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
低
額

所
得
者
な
ど
は
制
度
上
入
居
が
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
被
災
者
の
入
居
が

優
先
と
な
り
ま
す
。（

都
市
計
画
課
）

Q
大
学
の
復
興
支
援
団
体
の
代
表

を
務
め
、
釡
石
の
仮
設
住
宅
で

暮
ら
す
女
性
グ
ル
ー
プ
と
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
2
年
前
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
活
動
の
た
め
に
、
釡

石
に
頻
繁
に
滞
在
す
る
際
、
仮
設
住

宅
に
入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

（
市
外
・
女
性
）

A
国
・
県
の
指
導
に
基
づ
き
、

市
内
で
活
動
す
る
派
遣
職
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
て
仮

設
住
宅
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
入
居
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
た
め
、
利
用
す
る
団
体
の
活
動
内

容
な
ど
を
き
ち
ん
と
把
握
し
た
上
で

の
入
居
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
団
体
の
活
動
内
容
に
よ
っ

て
入
居
受
付
の
窓
口
が
違
っ
て
き
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
、
市
生
活
支
援
室

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
生
活
支
援
室
）

Q
現
在
、
県
外
の
金
融
機
関
に
勤

め
て
い
ま
す
が
、
震
災
以
降
、

地
元
で
職
務
を
全
う
し
た
い
思
い
が

　

甚
句
に
は
、「
感
謝
」
編
の
ほ
か
、

学
校
編
３
作
、「
宝
来
館
の
女
将
」

編
、「
い
の
り
」
編
、
献
歌「
兄
き
」

編
な
ど
、
現
在
９
作
品
あ
る
。
岩
鼻

千
代
美
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
手

話
唄（
サ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
）を
つ
け
て

い
た
だ
い
た
。

　
「
感
謝
」
編
で
は
、
三
回
忌
を
終

え
た
春
、
改
め
て
多
く
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
か
ら
作
ら

れ
英
訳
も
付
し
た
。

　

今
後
、
釡
石
の
皆
さ
ん
が
全
員
普

通
の
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
た
と
き
、

釡
石
の
復
興
を
詠
み
、
あ
わ
せ
て
10

作
品
と
し
て「
釡
石  

あ
の
日
あ
の
時  

復
興
甚
句
」を
披
露
で
き
る
日
を
待

ち
望
ん
で
い
る
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

あ
の
日　

あ
の
時

甚
句
に　

詠
め
ば
よ

あ
の
日　

あ
の
時　

知
り
ま
し
た

一
人
ぽ
っ
ち
じ
ゃ　

辛
す
ぎ
る

一
人
ぽ
っ
ち
じ
ゃ　

耐
え
ら
れ
ぬ

一
人
ぽ
っ
ち
じ
ゃ　

生
き
ら
れ
ぬ

明
日
が　

見
え
な
い　

そ
の
時
に

一
人
じ
ゃ
な
い
よ
と　

声
を
掛
け

一
緒
に　

い
る
よ
と　

手
を
握
り

ぬ
く
も
り　

く
れ
た　

優
し
さ
に

心
の
底
か
ら　

あ
り
が
と
う

お
国　

訛
り
が　

違
っ
て
も

支
え　

続
け
て　

く
れ
た
人

守
り　

守
ら
れ　

耐
え
抜
い
て

だ
か
ら　

あ
の
日
を
生
き
抜
い
た

だ
か
ら　

明
日
を　

生
き
ら
れ
る

ど
ん
な
に
離
れ
て　

居
よ
う
と
も

ど
れ
だ
け　

月
日
が
経
と
う
と
も

忘
れ
は
し
ま
せ
ん　

あ
り
が
と
う

何
年
先
に　

な
ろ
う
と
も

必
ず　

復
興　

な
し
と
げ
て

生
ま
れ　

変
わ
っ
た　

釜
石
を

見
に
来
て
下
さ
い　

今　

一
度

嬉
し　

涙
の　

再
会
で

笑
顔
で
会
え
た　

そ
の
時
に

言
わ
せ
て
下
さ
い　

お
陰
様

本
当
に　

本
当
に　

あ
り
が
と
う

市
政
Ｑ
＆
Ａ

声

み
ん
な
の

1026.8.20広報かまいし11 26.8.20 広報かまいし


